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解答時間 60分 

 

 

注  意 

解答始めの指示があるまで問題冊子を開かないこと。 

 

(1) 解答用紙 4枚と下書き用紙４枚が同封されている。 

 監督者の指示があるまで，裏を向けて置いておくこと。 

 

(2) 解答開始後ただちに，すべての解答用紙の所定欄に，受験番号を丁寧に記入す

ること。 

 

(3) 解答は，すべて解答用紙の所定欄に記入し，裏面は使用しないこと。下書きに

は，下書き用紙を使用すること。 

 

(4) 解答終了後，配布された解答用紙はすべて提出すること。問題冊子と下書き用

紙は持ち帰ること。 

 

  



課題１ 

下記の新聞記事を読み、問題点を整理したうえで、今後、どのような対策が必要か、

あなたの考えを述べなさい。ただし、500字以内とする。 

 

 

鹿児島県の奄美大島で特定外来生物マングースの根絶が宣言された。かつて数多く

の研究者が「根絶は不可能」との見方をしていた。「ハブの天敵」ともてはやされて

持ち込まれ、奄美 大

島の生態系に大 打

撃を与えたマン グ

ース。世間の外来種に対する意識が希薄だった。また、野生化した猫（ノネコ）の危

険性も訴える。奄美では、島固有の希少種を捕食する猫の存在が浮かび上がった。幸

いにもマングースが持ち込まれなかった徳之島では、代わりに犬猫被害でアマミノク

ロウサギが減ったとされる。捕獲事業によって回復が見られることからも、猫の影響

は大きいと考えられる。奄美では環境省と地元自治体が 2024 年 8 月までに 671 匹を

捕まえた。捕獲は順調だが、森林で繁殖したり、放し飼いの個体がいたりと、いたち

ごっこが続いている。奄美の森には大型の肉食動物はハブしかいない。外敵に襲われ

る恐れがほとんどなく、クロウサギといった貴重な固有種が生き残った。裏を返せば、

ひとたび外来種が入れば絶滅の危機と隣り合わせとも言える。 

 

（出典元：南日本新聞 一部改変） 

 

  

著作権の関係により公表しません 



課題２ 

下記の新聞記事を読み、問題点を整理したうえで、今後、どのような対策が必要か、

あなたの考えを述べなさい。ただし、500字以内とする。 

 

 

『コロナ禍の終息を受け、訪日外国人は増えている。法務省によると、昨年の外国

人入国者数は前年の６倍となる２,５８３万人で、過去最多だった２０１９年の８割

にまで回復した。 

これに伴い、輸入感染症が持ち込まれるリスクは高まっている。国立感染症研究所

によると、 デング熱

に 海 外 で 感染し、国

内 で 発 症 する患者

（海外感染者）は近年、２００人以上で推移。コロナ禍で減少したものの、昨年は１

７５人と急増した。海外で感染した人が増えると、日本でも国内感染が起きる恐れが

ある。１４年夏には東京・代々木公園を訪れた人らに感染が相次いで確認され、国内

感染は計１６２人に上った。 

同様の状況はデング熱以外でも見られる。厚労省によると、アフリカで流行する天

然痘に似た「エムポックス（サル痘）」の感染者は２２年７月から２０２４年４月５

日までに海外渡航歴がない人を含め計２４３人となっている。麻疹（はしか）も世界

的に流行している。 

ウイルスの「運び屋」が新たに定着する恐れも指摘されている。東南アジアなどで

デングウイルスを媒介する「ネッタイシマカ」は日本には生息していない。ただ、環

境省の専門家委員会が２００８年にまとめた報告では、地球温暖化に伴い、２１００

年には九州南部から千葉県南部までの広範囲で定着する恐れがあるとされた。』 

 

(出展元：読売新聞オンライン) 

 

 

 

著作権の関係により公表しません 


